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宇
迦
橋
は
、
出
雲
大
社
の
神
域
へ
入
る
第
一
の
関
門

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
宇
迦
橋
が
、
昨
年
十
二
月
に

新
装
架
け
替
え
工
事
を
終
え
、
竣
工
・
開
通
し
た
。
併

せ
て
正
面
の
大
鳥
居
も
修
復
さ
れ
、
見
違
え
る
よ
う
に

美
し
く
な
っ
た
。

　

先
般
、宇
迦
橋
南
詰
の
第
一
関
門
に
立
ち
、そ
こ
か
ら
勢
溜
へ
と
直
線
に
伸
び
る
「
神

門
通
り
」
を
改
め
て
確
か
め
た
い
と
の
思
い
に
か
ら
れ
、出
雲
大
社
参
拝
に
出
か
け
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
宇
迦
橋
の
袂
に
立
つ
と
、
こ
こ
が
私
た
ち
の
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

た
め
て
実
感
す
る
。
大
社
高
校
で
学
び
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
ん
だ
私
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
の
街
の
景
色
は
、
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
あ
り
続
け
る
も
の
だ
。
ど
こ
か
新
し
い
街

を
訪
れ
た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
な
が
ら
も
、
変
わ
り
ゆ
く
街
並
み
の
中
に
、
変
わ

ら
ぬ
故
郷
の
風
が
静
か
に
吹
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

　

こ
の
た
び
の
同
窓
会
誌
の
表
紙
に
は
、
昭
和
五
十
年
代
後
半
の
「
神
門
通
り
の
大
鳥

居
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
写
真
を
眺
め
て
い
る
と
、
懐
か

し
さ
と
と
も
に
、
ど
こ
か
誇
ら
し
い
気
持
ち
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

　

街
並
み
の
姿
は
変
化
し
て
も
、
出
雲
大
社
へ
と
続
く
道
の
空
気
、
人
々
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
の
景
色
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
息
づ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

　

勢
溜
の
第
二
の
鳥
居
ま
で
進
み
、
振
り
返
る
と
、
は
る
か
彼
方
に
真
っ
白
な
大
鳥
居

が
松
並
木
の
上
に
ひ
と
き
わ
高
く
そ
び
え
立
っ
て
い
る
・
・
ま
さ
に
、
こ
れ
こ
そ
が
原

風
景
で
あ
る
。

　

一
畑
電
鉄
の
駅
か
ら
勢
溜
へ
と
、
多
く
の
参
拝
客
や
観
光
客
が
土
産
物
店
な
ど
に
立

ち
寄
り
な
が
ら
行
き
交
う
姿
を
見
る
に
つ
け
、
か
つ
て
の
閑
散
と
し
て
い
た
「
神
門
通

り
」
を
思
い
浮
か
べ
、
大
き
な
変
貌
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
行

政
や
民
間
を
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
古
代
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
町
の
歴
史
、
そ
し
て
出
雲
大
社
の
持
つ
大
き
な

力
を
、
あ
ら
た
め
て
心
の
底
か
ら
感
じ
て
い
る
。

　

激
し
く
、
急
速
に
揺
れ
動
く
現
代
社
会
の
中
で
、
人
の
心
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
不
安
も
覚
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
変
わ
ら
ぬ
原
風
景
の
存
在
が
、
私
た
ち
の

心
を
静
か
に
支
え
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
大
社
の
町
の
さ
ら
な
る
発
展

と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
安
寧
を
、
心
か
ら
祈
り
た
い
。

（
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迦
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通
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張
。
最
終
的
に
は
、
当
時
と
し
て
は
異
例
の
規
模
の

直
線
道
路
が
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
開
通
し
、

当
時
の
出
雲
大
社
宮
司
、
千
家
尊
福
に
よ
り
「
神
門

通
り
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
期
に
入
る
と
、
山
陰
本
線
の
さ
ら
な
る
延
伸

や
山
陽
と
山
陰
を
結
ぶ
山
口
線
と
の
接
続
等
に
よ

り
、
大
社
駅
の
乗
降
客
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
駅
施
設
の
増
改
築
が
計
画
さ
れ
、
二
代

目
の
駅
舎
と
し
て
新
た
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、
現
在

の
重
要
文
化
財
「
旧
大
社
駅
本
屋
」
の
建
物
で
す
。

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
に
起
工
し
、
翌
大

正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

工
事
は
当
時
の
鉄
道
省
神
戸
鉄
道
局
米
子
保
線
事
務

所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
本
屋
設
計
は
同
局
の
丹
羽
三

雄
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

二
代
目
駅
舎
は
、
木
造
、
平
屋
建
て
、
桟
瓦
葺
き
、

建
築
面
積
約
四
四
一
㎡
で
、
西
側
を
正
面
に
し
て
建

っ
て
い
ま
す
。
屋
根
は
、
中
央
部
を
切
妻
屋
根
と
し

一
段
高
く
配
し
、
両
翼
部
は
端
部
を
正
面
側
に
突
出

さ
せ
た
入
母
屋
屋
根
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
外
の
壁

は
漆
喰
で
仕
上
げ
ら
れ
、
屋
根
に
は
千
鳥
破
風
や
蟇

股
、
鴟
尾
な
ど
を
配
し
和
風
を
印
象
付
け
る
デ
ザ
イ

ン
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
面
で
見
る
と
、
正
面
中
央
の
車
寄
を
突
出
さ
せ

た
中
央
部
を
中
心
に
、
両
翼
を
延
ば
し
た
南
北
に
長

い
左
右
対
称
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
中
央
部
は
大
空

間
の
三
等
待
合
室
が
あ
り
、
そ
の
東
面
に
は
中
央
に

出
札
室
、
そ
の
両
側
に
改
札
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

南
翼
に
は
正
面
側
に
一
・
二
等
待
合
室
、
ホ
ー
ム
側

に
は
手
小
荷
物
扱
室
と
保
管
室
、
北
翼
に
は
貴
賓
室

（
応
接
室
）
と
事
務
室
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅

　

明
治
以
降
の
地
域
社
会
に
、
近
代
の
到
来
を
強
く

印
象
付
け
た
事
業
が
鉄
道
敷
設
で
し
た
。
山
陰
地
方

で
は
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
境
・
米
子
・
御

来
屋
間
の
官
営
鉄
道
が
開
通
し
、
明
治
四
三
（
一
九

一
〇
）
年
に
は
出
雲
今
市
駅
（
現
・
出
雲
市
駅
）
ま

で
延
伸
し
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
に
は
京
都

駅
か
ら
出
雲
今
市
駅
ま
で
が
鉄
路
で
結
ば
れ
ま
し

た
。
出
雲
今
市
・
大
社
間
の
約
七
．
五
㎞
の
支
線（
大

社
線
）
の
敷
設
も
進
み
、
明
治
四
五
（
一
九
一
二
）

年
六
月
一
日
、
大
社
駅
は
京
都
駅
を
起
点
と
す
る
山

陰
線
の
実
質
的
な
終
端
駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

　

大
社
線
の
敷
設
は
、
鉄
道
院
（
当
時
、
鉄
道
を
管

轄
し
た
国
の
機
関
）
の
主
導
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
題
は
駅
を
ど
こ
に
設
置
す
る
か
で
し
た
。
駅
が
で

き
る
以
前
、
出
雲
大
社
へ
の
参
詣
者
は
、
出
雲
大
社

正
面
の
勢
溜
を
挟
ん
で
、
西
側
の
市
場
地
区
、
東
側

の
馬
場
地
区
の
参
詣
道
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
両
地

区
の
誘
致
合
戦
の
結
果
、
鉄
道
院
が
折
衷
案
と
し
て

荒
木
地
区
を
提
案
。
最
終
的
に
は
鉄
道
院
の
案
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の
参
詣
道
か
ら
離
れ
た
位
置

に
大
社
駅
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
、
後
の
「
神
門
通

り
」
の
整
備
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
出
雲
大
社
へ
向
か
う
主
な
参
詣
道
は
、「
神

門
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
通
り
で
す
。
こ
の
通
り
は
、

最
も
新
し
い
参
詣
道
で
、
大
社
線
開
通
後
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
開
業
初
年
度
の
大
社
駅
の
乗
降
客
は
一

四
万
人
で
し
た
が
、
翌
年
度
に
は
三
三
万
九
千
人
と

急
増
し
、
参
詣
客
が
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
た
な
課
題
は
駅
か
ら
出
雲
大
社
へ
向
か
う
参

詣
道
の
整
備
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
着
手
し
た
人
物
が
、
当
時
の
島
根
県

知
事
・
高
岡
直
吉
で
し
た
。
六
間
（
約
一
一
ｍ
）
幅

も
の
直
線
道
路
案
が
示
さ
れ
、
県
議
会
で
は
反
対
論

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
知
事
は
「
大
社
は
島
根

県
の
大
社
で
な
く
し
て
天
下
の
大
社
で
あ
る
」
と
主

出
雲
市
文
化
財
課  
係
長

吾
郷  
誠 
氏

あ

ご
う

ま
こ
と

や

き
ゅ
う

し
ゃ
え
き

た
い

ほ
ん

重
要
文
化
財
「
旧
大
社
駅
本
屋
」

保
存
修
理
事
業

    
〜
次
の
百
年
に
向
け
て
〜

２

初代大社駅の開業  明治４５（１９１２）年

み

や

く
り

た
か
お
か
た
だ
よ
し

た
か
と
み

に

わ
み
つ

さ
ん

ぶ

が
わ
ら

き
り
つ
ま

い
り

し
っ
く
い

ち
ど
り
は

ふ

か
え
る

も

や

ま
た

し

び

く
る
ま
よ

お

（
高
校
四
十
一
期
）

き
ゅ
う
た
い

え
き
ほ
ん
や

し
ゃ



３

舎
の
天
井
は
、
三
等
待
合
室
中
央
部
を
折
上
格
天
井

と
し
、
貴
賓
室
（
応
接
室
）
及
び
一
・
二
等
待
合
室
、

三
等
待
合
室
両
端
部
は
格
天
井
と
な
っ
て
い
ま
す
。

随
所
に
和
風
の
意
匠
を
凝
ら
し
つ
つ
も
、
小
屋
組
み

は
、
明
治
以
降
に
西
洋
か
ら
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ

た
技
術
を
採
用
し
た
近
代
和
風
建
築
で
す
。

　

大
社
線
は
、
出
雲
大
社
参
詣
の
玄
関
口
と
し
て
、

山
陰
本
線
・
支
線
の
な
か
で
も
有
数
の
乗
降
客
数
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
全
国
的
に
旅
行
客
が
増

加
す
る
中
、
大
社
駅
の
乗
降
客
数
が
昭
和
四
〇（
一

九
六
五
）
年
度
に
一
三
三
万
人
に
達
す
る
な
ど
、
右

肩
上
が
り
で
推
移
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
動
車

設
整
備
事
業
と
高
付
加
価
値
化
改
修
事
業
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、公
開
活
用
に
向
け
た
改
修
も
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
の
廃
線
ま
で
、
多
く
の

人
を
迎
え
、見
送
っ
た
大
社
駅
。進
学
や
就
職
、初
詣
、

修
学
旅
行
や
新
婚
旅
行
、
戦
時
中
の
出
征
な
ど
、
人

生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
、
人
々
が
大
社
駅
を
通
過

し
て
い
き
ま
し
た
。
大
社
駅
は
、
一
人
ひ
と
り
の
大

切
な
思
い
出
と
と
も
に
あ
る
建
物
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
本
事
業
を
契
機
に
、
未
来
へ
向
か
っ
て
新
た
に

出
発
し
た
重
要
文
化
財
「
旧
大
社
駅
本
屋
」
が
、
皆

様
に
愛
さ
れ
、
百
年
後
、
二
百
年
後
に
受
け
継
ぐ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
本
市
と
し
て
は
、
維
持
管
理
に

努
め
、
保
存
修
理
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
魅
力
を
発

信
す
る
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

の
普
及
が
進
み
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
度
以
降

は
参
詣
者
の
動
き
も
鉄
道
か
ら
自
動
車
へ
と
変
化
し

て
き
ま
す
。
昭
和
四
三
（
一
九
六
八
）
年
九
月
に
は
、

国
有
鉄
道
株
式
会
社
（
国
鉄
）
が
財
政
再
建
の
た
め
、

大
社
線
を
含
む
八
三
線
区
を
廃
止
ま
た
は
自
動
車
輸

送
に
転
換
す
る
、
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
六
二
（
一
九
八
七
）
年
の
国
鉄
分
割
民

営
化
を
経
て
、平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
三
月
を
も
っ

て
大
社
線
は
廃
止
さ
れ
、
七
八
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
代
目
大
社
駅
も
駅
舎

と
し
て
の
使
命
を
終
え
ま
し
た
。

　

大
社
線
の
廃
止
後
は
、
駅
舎
を
含
め
た
駅
跡
地
は

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
に
大
社
町
（
現
・
出
雲
市
）

が
取
得
し
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
に
は
、
駅
跡

地
全
域
が
島
根
県
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
廃
線
後
も
旧
地
に
ほ
ぼ
建
築
当
初
の
姿
の
ま
ま

良
好
に
保
存
さ
れ
、
か
つ
鉄
道
興
隆
期
の
地
方
駅
舎

の
姿
を
よ
く
留
め
て
い
る
数
少
な
い
建
物
で
あ
る
と

し
て
、
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
七
月
に
「
旧
大

社
駅
本
屋
」
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
駅
舎
は
、

旧
大
社
駅
本
屋
、
東
京
駅
丸
の
内
本
屋
（
一
九
一
四

年
、
東
京
都
）、
門
司
港
駅
（
旧
門
司
駅
）
本
屋
（
一

九
一
四
年
、
福
岡
県
）
の
三
棟
の
み
で
す
。

　

一
方
で
、
永
年
の
風
雪
に
耐
え
た
木
造
建
築
は
、

雨
漏
り
な
ど
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
耐
震
対

策
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
令
和
二
（
二
〇

二
〇
）
年
度
〜
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
度
に
か
け

て
保
存
修
理
事
業
を
立
ち
上
げ
、
五
年
の
歳
月
を
か

け
て
大
規
模
な
修
理
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
）
か
ら
は
、
防
災
施

二代目大社駅の建設  大正１３（１９２４）年

工事が完了した旧大社駅  令和８（２０２６）年

お
り
あ
げ
ご
う
て
ん
じ
ょ
う

き
ゅ
う
た
い

え
き
ほ
ん
や

し
ゃ



Ｓ
Ａ
）
の
開
発
や
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
、Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど

一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
画
像
検
査
の
導

入
・
進
歩
で
診
断
精
度
が
高
ま
り
早
期
発
見
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
手
術
症
例
が
増
え
て
い

る
と
の
こ
と
。
し
か
も
腹
腔
鏡
・
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
な
ど
患
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
手
術
方

法
に
変
換
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
は
以
前
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
進
展
の
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
ご
講
演
の
中
で
川
上
先
生
が
一
番
訴

え
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
（
説
明
と
同
意
）」
と
い
う
事
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
患
者
が
病
気
や
治
療
法
に
つ
い
て
十

分
な
説
明
を
受
け
、
理
解
し
た
上
で
自
ら
の
意

思
で
治
療
を
受
け
る
か
否
か
を
選
択
す
る
（
同

意
す
る
）
と
い
う
意
味
。
昔
の
医
療
で
は
、
医

師
が
患
者
に
治
療
法
を
選
択
し
て
も
ら
っ
て
か

ら
治
療
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
患
者
側
も
「
先
生
に
お
任
せ
し
ま
す
」
と

言
っ
た
風
潮
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
は

全
く
違
い
ま
す
。
今
回
の
限
ら
れ
た
時
間
で
の

講
演
で
は
詳
細
ま
で
は
語
り
切
れ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
今
回
の
よ

う
に
先
生
の
長
い
医
師
経
験
に
基
づ
く
説
明

と
、
最
近
の
医
学
の
進
歩
の
話
を
聞
い
た
患
者

は
み
な
納
得
し
て
受
け
た
い
治
療
法
を
選
択
す

る
は
ず
で
す
。

　

川
上
先
生
、
い
い
先
生
で
す
。

（
文
責
・
今
岡
克
己
）

♪
宇
迦
の
遠
山　

雲
低
く　

　

く
れ
な
ゐ　

匂
ふ　

空
の
色

　

松
の
み
ど
り
も
神
さ
び
て

　

杵
築
の
宮
を
仰
ぎ
み
る

　

学
び
の
舎
の
尊
さ
よ

　

高
き
正
義
と
真
実
の

　

光
り
照
ら
せ
り
こ
の
舎
に

　
　

大
社
高
等
学
校
校
歌　

　
　
　

竹
友
藻
風 

作
詞　

下
總
皖
一 

作
曲

　

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
そ
う
に
大
社

高
校
の
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
っ
た
講
師
さ
ん
は

無
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
第
二
十
三
期
卒

業
の
川
上
一
雄
先
生
は
講
演
の
前
か
ら
校
歌
を

レ
ジ
ュ
メ
の
最
後
に
付
け
た
こ
と
を
ス
タ
ッ
フ

に
伝
え
て
講
演
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と

川
上
先
生
の
お
住
ま
い
は
大
社
の
「
駅
通
り
一

区
」
で
土
産
物
店
だ
っ
た
由
。
廃
業
し
て
か
ら

建
て
替
え
て
今
も
住
ん
で
お
ら
れ
、
保
存
工
事

中
の
旧
大
社
駅
の
写
真
も
見
せ
て
、
地
元
の
利

で
見
せ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
健
康
あ
れ
こ
れ
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
か
ら
あ
れ
こ
れ
と
想
像
し
な
が
ら
お
話
を

聞
け
ば
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
泌
尿
器
疾
患
の

お
話
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
川
上
先
生
の
医
師
と
し
て
の
経
歴

は
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら

　

島
根
医
科
大
学
泌
尿
器
科
教
室
文
部
教
官
助
手

昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら

　

国
立
大
田
病
院
皮
膚
泌
尿
器
科
医
長

平
成
十
一
年
一
月
か
ら

　

県
立
中
央
病
院
泌
尿
器
科
医
長
の
ち
部
長

　

気
に
な
る
お
し
っ
こ
に
関
わ
る
お
話
か
ら
膀

胱
炎
、
腎
臓
や
尿
管
結
石
、
泌
尿
器
が
ん
の
話

は
、
ま
さ
に
先
生
の
四
十
五
年
間
の
医
師
人
生

の
集
大
成
を
学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

ご
講
演
の
中
で
何
度
も
出
て
き
た
言
葉
は

「
医
学
の
進
歩
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
島
根

医
科
大
学
附
属
病
院
で
の
新
米
医
師
時
代
は
上

級
医
師
の
内
視
鏡
手
術
の
模
様
を
学
ぶ
に
も
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
で
は
モ
ニ
タ
ー
画

面
で
共
有
で
き
、
録
画
も
で
き
る
の
で
両
者
と

も
楽
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

前
立
腺
癌
の
診
断
も
直
腸
か
ら
の
触
診
に
よ

る
診
察
だ
っ
た
も
の
が
、
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
（
Ｐ

元
・
島
根
県
立
中
央
病
院
泌
尿
器
科
部
長

川
上 

一
雄 

氏

か
わ
か
み

か
ず

お

令
和
七
年
度
松
江
い
な
さ
会
総
会
記
念
講
演

「
健
康
あ
れ
こ
れ
」

４

（
高
校
二
十
三
期
）



５

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
の
中
で
培
わ
れ
た

精
神
で
私
た
ち
の
母
校
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

取
材
を
終
え
て
、
昨
年
八
月
の
甲
子
園
直
後
に

伺
わ
な
く
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

あ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、「
過
去
の
栄
光
」
を
な
ぞ

る
原
稿
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
板
垣

さ
ん
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
見
据
え
た
、
実
り
多
い

Ｏ
Ｂ
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。（

文
責
・
今
岡
克
己
）

写
真
家
、
板
垣
宏
氏
（
高
校
七
期
）
で
す
。

　

今
春
か
ら
は
校
長
二
年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す

が
、「
ど
う
し
て
も
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
が
あ
る
」

と
語
ら
れ
た
そ
の
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
高
校
野
球
指
導
に
情
熱
を
注
い
で
き
た
教
員

生
活
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、
校
長
就
任
後
だ

と
言
い
ま
す
。
令
和
七
年
度
は
、
全
国
校
長
会
や

日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
な
ど
、
前
後
一

週
間
に
及
ぶ
長
期
出
張
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
の
学

校
教
育
に
必
要
な
視
点
を
貪
欲
に
吸
収
さ
れ
た
一

年
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

少
子
化
の
進
行
、
高
校
授
業
料
無
償
化
の
影
響

で
高
校
は
ど
う
な
る
の
か
、
生
徒
た
ち
が
ふ
る
さ

と
島
根
に
希
望
を
持
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
・
・
と
、
話
題
は
尽
き
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
に

も
熱
く
問
い
か
け
ま
す
。「
人
口
減
少
と
い
う
が
、

島
根
の
人
口
密
度
は
、
世
界
の
主
要
都
市
の
人
口

密
度
よ
り
も
大
き
い
こ
と
を
知
る
の
も
大
切

だ
！
」
そ
の
言
葉
に
は
か
つ
て
野
球
部
を
率
い
て

い
た
頃
以
上
の
熱
量
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
い
将
来
、
可
能
で
あ
れ
ば
ふ
る
さ
と
大
社
高

校
で
最
後
の
教
佃
を
執
り
た
い
と
も
話
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
野
球
部
顧
問
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

板
垣
さ
ん
が
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
、
そ
れ
は
中
高

一
貫
教
育
の
実
現
で
す
。
体
育
科
を
持
つ
進
学
校

だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
附
属
中
学
校
の
開
設
。
公
立

中
高
一
貫
教
育
を
導
入
し
て
い
な
い
の
は
、
全
国

で
島
根
を
含
む
わ
ず
か
五
県
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

実
際
に
は
様
々
な
苦
労
が
伴
う
だ
ろ
う
と
思
い
ま

　

松
江
市
内
で
活
躍
す
る
大
社
高
校
卒
業
生
を
訪

ね
る
本
企
画
。
今
回
は
、
昨
年
夏
の
全
国
高
等
学

校
野
球
選
手
権
大
会
期
間
中
に
「
育
成
功
労
賞

（※

）」
を
受
賞
さ
れ
た
、
松
江
農
林
高
等
学
校
校

長
の
板
垣
悟
史
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。
校
長
室
に

は
座
右
の
銘
と
さ
れ
る
「
隠
徳
を
積
む
」
と
い
う

書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

板
垣
さ
ん
は
、
大
社
高
校
野
球
部
で
今
も
語
り

継
が
れ
る
ス
ラ
ッ
ガ
ー
で
す
。
一
九
八
五
（
昭
和

六
十
）
年
、
三
年
生
の
夏
に
主
将
と
し
て
チ
ー
ム

を
ま
と
め
、
第
六
十
七
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選

手
権
大
会
、
い
わ
ゆ
る
夏
の
甲
子
園
大
会
に
、
二

十
二
年
ぶ
り
と
な
る
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
開

会
式
直
後
の
第
一
試
合
で
北
北
海
道
代
表
の
旭
川

龍
谷
高
校
に
延
長
戦
の
末
に
二
対
三
で
惜
敗
し
ま

し
た
が
、「
後
輩
た
ち
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
舞
台
を

経
験
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
、
の
ち
に
指
導

者
の
道
を
志
す
原
点
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
慶
應

義
塾
大
学
に
進
学
さ
れ
、
東
京
六
大
学
野
球
で
も

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
お
父
様
は
松
江
い
な

さ
会
報
誌
の
表
紙
写
真
を
長
年
提
供
さ
れ
て
い
る

※

育
成
功
労
賞　

二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
高
校

野
球
の
育
成
と
発
展
に
貢
献
し
た
指
導
者
に
対
し

て
、
日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
と
朝
日
新
聞
社
か

ら
送
ら
れ
る
賞
。受
賞
者
の
う
ち
、八
人
は
、毎
年
、

阪
神
甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
野

球
選
手
権
大
会
期
間
中
の
八
月
十
五
日
第
二
試
合

開
始
前
に
授
賞
式
が
あ
る
。　

島
根
県
立
松
江
農
林
高
等
学
校  

校
長

（
高
校
三
十
八
期
）

板
垣 
悟
史 
氏

い
た
が
き

さ
と

し

松
江
で
活
躍
す
る

大
社
高
校
Ｏ
Ｂ
訪
問
記



６

母
校
だ
よ
り

サ
ッ
カ
ー
部　

全
国
大
会
出
場

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
第
１
０
４
回
全
国
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
、
島
根
県
代
表
と
し
て
、

４
年
ぶ
り
十
二
回
目
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
対
戦
相
手
に
一
点
も
与
え
る
こ
と

な
く
５
試
合
全
試
合
を
無
失
点
に
抑
え
、
堅
い
守
備

を
強
み
に
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
１
回
戦
で
は
、
新
潟
県
代
表
の
帝
京
長

岡
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
相
手
の
高
い
個
人
技
を

生
か
し
た
攻
撃
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
粘
り
強
い
守

備
で
得
点
の
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
前

半
終
了
間
際
に
失
点
。
後
半
は
相
手
の
勢
い
あ
る
攻

撃
に
対
応
し
き
れ
ず
、
０
対
５
で
敗
戦
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
悔
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
の

舞
台
で
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
が
で
き
た
こ
と
は
、
選

手
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル

を
目
指
し
て
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
会
場
へ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
声
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
部
員
一
同
、「
全
国
大
会
優
勝
」

と
い
う
形
で
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
は
昭
和
五
十
年
代
後
半
の
初
夏
の
も

の
で
あ
る
。
令
和
七
年
に
は
白
い
コ
ン
ク
リ
ー

ト
作
り
の
大
鳥
居
も
宇
迦
橋
の
改
修
工
事
も

完
了
し
、
最
近
は
こ
の
鳥
居
を
第
一
の
鳥
居

と
し
て
、
こ
こ
か
ら
参
拝
す
る
観
光
客
も
多

く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ド
ロ
ー
ン
な
ど
な

い
時
代
、
こ
の
写
真
を
撮
影
し
た
と
き
に
お

借
り
し
た
高
い
建
物
は
ど
こ
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
？

表
紙
に
寄
せ
て

（
高
校
七
期
）

い
た

ひ
ろ
し

が
き

板　

垣　
　

宏 令和５年度 ６年度 ７年度
5
3
8

5
4
9

4
2
6

２．就職状況

公務員
民間事業所
合計

１．進学状況（合格延べ数・過年度卒業生を含む）

合計

大
学

国公立
私立

短
大

公立
私立

高看
305

令和５年度
71
200
6
10
18

379

６年度
72
271
14
9
13

344

７年度
92
214
14
4
20



事
務
局
長

（
高
校
十
九
期
）

糸
賀
耕
一

7

会　

務　

報　

告

2 . 支 出 の 部１ . 収 入 の 部
項 目

会 　  費 200,000

207,532

462,600 464,720

207,532

55,000

68 188 120

57,000

200,000 0

2,000

2,120

0

@2,000×100名

普通預金利息

いなさ会、
県庁いなさ会等寄 付 金

雑 収 入

繰 越 金

合 計

増 減 摘  　 要本年度予算額 本年度決算額

単 位 ： 円 単 位 ： 円

2 . 支 出 の 部１ . 収 入 の 部 単 位 ： 円 単 位 ： 円

令和８年度松江いなさ会予算（案）

令和７年度松江いなさ会決算書
収 入 総 額 4 6 4 , 7 2 0 円

2 8 4 , 8 6 6 円
1 7 9 , 8 5 4 円

支 出 総 額
差 引 金 額

項 目

会 議 費

事 務 費

20,000

50,000

10,000

20,000

0

14,251

14,494

45,409

▲5,506

▲4,591

▲12,600

197,400

172,400

462,600 284,866

基金積立金現在額　200,000円

役員会、役員会会場費等

総会出欠葉書代５13枚等

事 業 費 350,000

12,600

210,712

▲10,000

▲5,749

総会、会報発行、
案内状発送郵券等

振込手数料等

慶 弔 費

0

▲177,734

予 備 費

雑 　 費

合 計

増 減 摘  　 要本年度予算額 本年度決算額

項 目

会 議 費

事 務 費

20,000

50,000

10,000

20,000

10,000

20,000

15,000

50,000

▲5,000

0

0

462,600 635,000

幹事会、役員会、
事務局費等

総会、会報発行、
案内状発送郵券等

総会出欠はがき代等

事 業 費 350,000

12,600

330,000

0 振込手数料等

慶 弔 費

予 備 費

雑 　 費

合 計

増 減 摘  　 要前年度予算額 本年度予算額項 目

462,600 635,000 172,400

55,000 55,000 0寄 付 金

68 146 78 預金利息等雑 収 入

▲27,678207,532 179,854繰 越 金

合 計

増 減 摘  　 要前年度予算額 本年度予算額

　

会
員
の
皆
様
の
お
か
げ
で
諸
事
業
を
行
え
た
こ
と
を

感
謝
し
ま
す
。
今
年
の
会
報
で
は
四
年
ぶ
り
に
全
国
大

会
出
場
の
サ
ッ
カ
ー
部
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
松
江
い
な
さ
会
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
ど
う
か
末
長
い
お
付
き
合
い
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▲139,288

会 　  費 200,000 200,000 @2,000×100名0

基金より 0 200,000 基金取り崩し200,000
210,000

▼
令
和
七
年
四
月
二
十
六
日　

会
計
監
査

▼
令
和
七
年
四
月
二
十
六
日　

第
一
回
役
員
会

前
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
。

本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
承
認
。

▼
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日

総
会
案
内
の
お
知
ら
せ
、
会
費
納
入
お
願
い
、

会
報
第
三
十
六
号
を
発
送
。

▼
令
和
七
年
六
月
二
十
一
日　

第
三
十
六
回
総
会

於　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も

参
加
者　

二
十
六
名
（
来
賓
四
、
会
員
二
十
二
名
）

▼
令
和
七
年
十
二
月
六
日　

第
二
回
役
員
会

本
年
度
会
計
中
間
報
告
・
本
年
度
事
業
中
間
報
告
。

本
年
度
第
三
十
六
回
総
会
の
反
省
。

来
年
度
第
三
十
七
回
総
会
・
懇
親
会
に
つ
い
て
協
議
。

同
日　

会
報
第
三
十
七
号
編
集
委
員
会

▼
令
和
八
年
三
月
七
日　

第
三
回
役
員
会

会
計
中
間
報
告
。

令
和
八
年
度
第
三
十
七
回
総
会
に
つ
い
て
。　

来
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案　

承
認
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
。

同
日　

会
報
第
三
十
七
号
編
集
委
員
会

令
和
七
年
度
の
事
業

▲20,000



　

松
江
い
な
さ
会
は
、
皆
様
か
ら
お
納
め
い
た
だ
く

会
費
で
運
営
し
て
お
り
、
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
会
費
は
二
〇
〇
〇
円
、
納
入
期
限
は
、
十
二
月

末
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
今
、
諸
経
費
の
高
騰
も
あ

り
、
会
計
事
情
は
極
め
て
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

何
卒
、
会
費
納
入
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

皆
様
へ
お
願
い

８

題字揮毫 千 家 達 彦
板 垣     宏

（元いなさ会会長）

（写真家・高校７期）写真提供

「
大
社
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
」

宮
澤　

文
雄 

氏

み
や

ふ
み

お

ざ
わ

日　

時　

六
月
二
十
一
日
（
日
）

　
　
　

総　

会　
　

午
後
一
時
か
ら
。

　
　
　

記
念
講
演　

午
後
二
時
か
ら
。

　
　
　

懇
親
会　
　

午
後
三
時
か
ら
。

　
　
　
　

懇
親
会
会
費　

六
千
円
。

会　

場　

サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も
（
松
江
市
殿
町
）

記
念
講
演　

講
師
と
演
題

島
根
大
学
法
文
学
部　

准
教
授

今
年
度
の
総
会　

御
案
内

　

専
門
は
ア
メ
リ
カ
文
学
。

　

島
根
大
学
着
任
後
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小

泉
八
雲
）
の
研
究
を
始
め
る
。
近
年
で
は
、
東
日
本
大

震
災
を
は
じ
め
と
す
る
災
禍
の
文
脈
か
ら
『
怪
談
』
に

代
表
さ
れ
る
ハ
ー
ン
の
霊
性
の
文
学
の
再
評
価
に
取
り

組
む
。

　

ま
た
、
住
民
有
志
と
と
も
に
ハ
ー
ン
の
親
友
・
西
田

千
太
郎
の
旧
居
の
修
繕
保
存
活
動
及
び
史
料
の
調
査
研

究
に
も
従
事
す
る
。

　

八
雲
会
会
員
。

　

山
陰
日
本
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
協
会
副
会
長
。

　

一
般
社
団
法
人
ま
ち
な
か
プ
ラ
ン
理
事
。

講
師
紹
介

　

生
ま
れ
は
鹿
児
島
、
育
ち
は
埼
玉
県
秩
父
市
で
す
。

講
師
か
ら
の
挨
拶

　　

地
元
銀
行
が
試
算
し
た
朝
ド
ラ
「
ば
け
ば
け
」
の

経
済
波
及
効
果
は
年
間
で
８
０
億
円
だ
そ
う
で
す
。

小
泉
八
雲
も
憧
れ
た
杵
築
の
大
社
を
私
た
ち
の
故
郷

と
誇
れ
る
の
は
、
我
々
同
窓
生
の
特
権
で
す
ね
。
ド

ラ
マ
の
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、
会
員
数
と
会
費
納
入

拡
大
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
岡
克
己  （
高
校
二
十
四
期
）

編 

集 

後 

記

第 37 号

高
校
卒
業
後
、
山
形
県
尾
花
沢
市
の
母
方
の
親
戚
宅
で

農
家
の
見
習
い
を
経
験
し
た
の
ち
、
宮
城
県
仙
台
市
の

大
学
、
大
学
院
に
通
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
土
地
を
め
ぐ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
と
似
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ハ
ー
ン
は
南
方
志
向
、
わ
た

し
は
北
方
志
向
で
す
か
ら
、
足
取
り
は
似
て
い
て
も
足

先
の
方
角
が
こ
と
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
私
も
縁
あ
っ
て

十
一
年
前
に
島
根
大
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は

ま
だ
自
分
が
ハ
ー
ン
研
究
に
取
り
組
む
な
ど
と
思
い
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
で
は
ハ
ー
ン
研
究
に
加
え
て
、
貴
会
の
今
岡
克
己

さ
ん
と
一
緒
に
ハ
ー
ン
の
親
友
だ
っ
た
西
田
千
太
郎
の

旧
居
の
修
繕
保
存
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
の
講
演
で
は
、
大
社
と
ハ
ー
ン
の
関
わ
り

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
記
録
に
残
っ
て
い
る

だ
け
で
も
、ハ
ー
ン
は
出
雲
大
社
を
三
度
訪
れ
て
お
り
、

そ
の
体
験
を
紀
行
文
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
記
録
を
手
が
か
り
に
、
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
大
社
と

は
い
か
な
る
土
地
で
あ
っ
た
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

表紙写真：昭和５０年代後半の大鳥居
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